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  序文


  



  ドイツのメトリンゲン村で牧師をしていた父親が二年にわたる悪魔的暗闇との戦いを終えたのは、クリストフ・ブルームハルトが一歳になる頃のことである。ヨハン・ブルームハルトが自分の会衆の中にいた一人の苦しんでいる婦人の相談に乗ることに同意したとたん、地獄がこぞって解き放たれた。敵は敗北し、最後に「イエスは勝利者である！」と咆哮して、退散した。しかし、これは後に続くドラマの幕開けにすぎなかったのである。


  それに続いて起きたのは、まさに天が地に訪れることであった。病人や不具の人は癒され、精神病は征服され、盗品は返却された。殺人者たちは自白し、破綻した結婚生活は回復された。この覚醒により、人々の生活や関係は激変した。このようなしるしを帯びつつ、この覚醒は静かな潮流のようにドイツ中に広まり、さらに遠方にまで及んだ。冷笑的な新聞や、ヨハン・ブルームハルトの神経質な教会の上司たちにもかかわらずである。


  クリストフ・ブルームハルトのエッセイ「イエスは勝利者」は、この経験に根ざしている。彼はいくつかのところでこの経験について述べており、この経験が彼の思考の中枢だったことは明らかである。彼のこの書はこれだけでも十分だが、暗闇の勢力に対する父親の戦いと――それに対する勝利――から切り離すなら、十分に味わうことはできない。クリストフ・ブルームハルトにとって、メトリンゲンで起きた事は過去の出来事だっただけでなく、絶えまない現実でもあったのである。この本と一緒にフリードリヒ・ズンデルによる「覚醒」を読むよう読者にお勧めする。「覚醒」はヨハン・ブルームハルトの経験の詳細な解説である。この二冊の本は一体なのである。


  



  編者一同


  



  一．イエスは暗闇に打ち勝つ


  



  メトリンゲンのある日のことである。当時、父は霊的暗闇との激しい戦いの中にあったが、田舎を数人の会衆の者たちと一緒に歩いていた。霊的戦いのせいで父は打ちひしがれ、混乱し、今にも爆発しそうだった。父たちは森を通り抜け、見晴らしの良い所に出た。そこで彼らは一休みした。父は言った、「私がつくった歌を歌いましょう。きっと元気が出ます」。それから、「イエスは勝利者である」という節を父は暗唱した。


  
    イエスは勝利の王である、

    イエスはすべての敵を征服した。

    全世界はやがて、圧倒的な愛により

    イエスの足下にひざまずく。

    イエスは我らを御力をもって導き、

    暗闇から輝かしい光へともたらす。

  


  人々の心からの歌声が響き渡った。しかし、歌っている時、彼らは自分の耳を疑わずにはいられなかった――歌っているのは自分たちだけでなく、目に見えない歌声がますます周囲で大きくなっていったのである。まるで目に見えない天使の軍勢が人々を取り囲んで、一緒に歌っているかのようだった。人々は驚き勇んで家に急行した。すると、そこでも別の素晴らしい出来事が起きたのである。ゴットリーベン・ディタスという悪鬼に苦しめられている人がいて、父はその人のことで暗闇に対して大いに戦っていたのだが、父がその人の家に入ると、彼女は父に同じ歌を歌ったのである。まるで、目に見えない歌い手たちが人々に先立って行き、その節を彼女に教えたかのようであった。


  この節は私にとってときの声となり、勝利の歌となった。確かに、あの当時の戦いは静まったが、決してやんだことはない。毎年、新たな戦いがあり、我々は自分の心の中だけでなく外側にも、日毎にイエスを感じ続けているのである。


  我々は、この世の成り行きを見失いやすい者である。今日、我々が目にしているのは神の救いではなく、大きな堕落である。状況はあまりにも歪みきっていて、福音に言及することすら困難である。時がたつほど、罪と死の力、死と地獄の力はますますこの世を欺く。神は実際にこの世を救おうとされていることを、我々はますます強く確信しなければならない。そして、ますます勇気をふりしぼって、この時代の悪鬼どもに抵抗し、悪鬼どもの餌を拒否しなければならない。なぜなら、被造物のだれか、あるいはその一部が滅びることは、神の御旨ではないからである（二ペテロ三・九）。最後の世代は滅びの世代ではなく、地への祝福となる人々から成るだろう――この人々は喜びと希望によってこの約束を握りしめ、国々への光となるのである。


  たとえ我々の時代が悪によって蹂躙され、死が地上にはびこったとしても、我々はそうした事実を最終的なものとして受け入れはしない。「主の御旨なら、なるようになりますよ」等と、眠そうに言ってはならない。否、我々は抵抗し、モーセのように破れ目に立たなければならない。モーセが反逆的なイスラエルのために同情と忍耐と忠実さとをもって奮闘したように、我々も同じ勇気をもって、そしてまさに同じ悔い改めをもって、「光は闇に輝いている」と宣言しなければならない。救いと癒しが神の御旨である。悪魔と地獄の全勢力は「お前たちの状況には望みがない」と訴えて言う。これに対して我々は、「お前たちが勝利することはない！我々はイエスを知っており、イエスはすべての悪魔に打ち勝つからだ」と叫ばなければならない。


  イエスが肉と血をまとって我々の一人となられたことは、彼が人間のあらゆる経験にあずかってくださることを意味する。我々のどん底の暗夜にすらあずかってくださるのである（ヘブル二・十八）。どうかこの事実が十分な衝撃力をもって我々の思いの中に打ち込まれますように。迷わされないようにしようではないか。罪が優勢で、この世の誘惑が強大に見える堕落の時、特にそうしようではないか。この世を見捨てるなら、我々は自分自身の一部を見捨てることになるのである。もし、私がある人やある団体のことを、「失われていて回復の見込みはない」と思うなら、私は自分の体の一部が失われたように感じてしかるべきである。もしあなたの隣人は現在の性格のせいで完全な者になれないというのなら、あなたの性格はどれほど暗闇の中に失われることだろう？ああ、何とか「到達した」人たちには例外的措置が施される、とあなたは思っているのか？神はそんなことは夢にも思っておられない――神は義である。


  暗闇が至る所で支配しているが、特に我々の内側でそうである。それゆえ、各自警戒しようではないか。なぜなら気づかぬうちに、堕落の奴隷になってしまうおそれがあるからである。我々の最も尊い働きですら、汚されてしまうかもしれない。注意していなければ、神に関する事柄をもはや話せないおしのようになってしまうかもしれない（ルカ十一・十四）。喜んで、元気よく、楽しそうに神を見上げる人々をほとんど見かけないのは、おそらくこれが原因であろう。我々はおしになってしまったのである。人々は色々な種類の武器や力ある道具についてよくしゃべっているが、誰が神の御旨について話しているだろう？その代わりに我々が耳にしているのは、嘘や悪意ある言葉なのである。「この方法がよい」とある人が言うと、別の人は「あの方法がよい」と言う。しかし、「神の御旨が願いなのです！」と誰が叫んでいるだろう？キリストによる征服――キリストが到来して、自分たちの間で王国を偉大ならしめてくださること――を真に願っている人が我々の中に誰かいるだろうか？キリストは主ではないのか？それとも、「自分で自分を救える」とでも我々は思っているのだろうか？


  イエスだけが暗闇から抜け出す道を我々に示すことができる。イエスは救いに導く神の力である（ローマ一・十六）。砕かれて屈かがんでいるすべての人を、イエスは和解させてくださる。それゆえ、たとえこの世がひどく引き裂かれている時でも、また我々自身の罪から即座に贖われる見込みがなさそうな時でも、我々は決して落胆する必要はない。神が遅れておられるからといって、気落ちしてはならない。神はイエスの御名をもってこの世に証印を押されたのである。もしそうでなければ、我々はとうの昔に必要を抱えたまま滅んでいただろう。


  我々のときの声は、「イエスは勝利者」である。特に今日、この叫びを何度も響かせなければならない。なぜなら、イエスはまだ地上におられた時、暗闇の勢力に対するこの権威を授かって、その権威を今ここで行使し続けておられるからである（コロサイ二・九）。「しばし待て。そうすれば、あなたは暗闇の手から解放され、あなたの目は開かれる――その時、あなたは信じるだろう！」が我々の姿勢でなければならない。このような姿勢を取るなら、我々は初穂、光と塩、他の人々のための開拓者となるだろう。


  イエスは暗闇を見抜けるが、我々にはできない――しかし、暗闇が至る所で影響を及ぼしていること、暗闇がいかに人の堕落や逸脱につけ込んでいるかは、理解することができる。例えば、戦争が勃発する時は常に、暗闇の力が支配しているのである。誰を責めるべきか？人類史に現れた暗闇の力の働きである。パウロは言う、「我々は捕虜であり、暗闇の支配下にある」と。しかし、この支配から我々は解放されなければならない。イエスは、「わたしが神の指を通して悪魔を追い出している以上、神の国はあなたたちに到来しているのです」（ルカ十一・二〇）と言われたが、この御言葉は今日も有効である。イエスが肉体をもってこの地上に生きておられた時だけでなく、我々に対しても同様に有効なのである。神の指を通して我々の頑固な意志という暗闇を取り除くことを、イエスは望んでおられる。イエスが地上で癒しを行われた時、彼は暗闇を征服された。しかし、癒された者たちが心を開いて信じた時、神からの光が射し込んだのである。


  暗闇がたびたびその醜い素顔を現すことは、おそらくよいことなのだろう。イエスが死なれた時もそうだった。にもかかわらず、イエスは堅く立たれた。これにより我々は確信することができる。ひどく激しい試みや、恐れや、圧迫のただ中でも、キリストは御業を推し進めて我々を助けてくださるので、もはや我々はおしのままでいる必要はないのである。


  この世にイエスは来てくださった。然り、苦しみの中に、我々の汚れの中に、来てくださったのである。神は全世界を愛しておられる。特に、悪魔的になってしまったすべての人――神なき世――を愛しておられる。「暗闇の中に住んでいた人々は大いなる光を見た」（マタイ四・十六）。絶望した人、罪人、呪われた人、人殺し、惨めな人、もはや何の慰めも希望もない人の所に、イエスは来てくださったのである。彼らは自分を愛してくださる神を見た。光が暗闇を照らしたのである。


  光は絶望という落とし穴をくまなく照らすことができる。福音は我々の暗闇を照らす神の愛である。福音の一つ一つの言葉をもって、神は暗闇に要求する、愛をもって要求する。我々はもはや恐れる必要はない。神は愛をもって、罪と死と地獄に要求されるからである。神は我々一人一人をご自分の子供として愛しておられる。なんと、我々は神の子供なのだろうか？あなたも私も恐るべき罪人かもしれない。だから何だというのか！十字架から神は我々に仰せられる、「わたしはあなたを裁いたり、罪に定めたりしません。あなたを助けたいのです」と。これが福音の光であり、暗闇はこれに打ち勝たなかったのである（ヨハネ一・五）。


  



  二．イエスは罪を征服する



  



  今日、我々が特に関心を寄せているのは、周囲に見られる悲惨な社会情勢と、人が抱えている必要である。人々はこの問題について大いに話し合っている。「この世界は全く安泰である」と依然として多くの人が考えているが、これは驚くべきことである。私が思うに、もちろん、彼らは正しい。しかし、この世界を創造して我々の命をその手に握っておられる御方を認めないなら、この問題を解決するのに必要な力であるこの御方に立ち返ることを拒むなら、この夢はまさに幻想にほかならないのである。それからは何も生じないだろう。我々の悲惨な状況はそのような幻想をはねのけて、蛇のように身悶えるだろう。例えば、「自分はこの状況を解決することができる」と信じている傑出した指導者たちの様々な意見に基づいて、十の国を設立したとしよう。ある国は豊かな地域に根ざしている。別の国は優しい最高権威にしたがって運営されており、おそらく宗教的枠組みを持つだろう。また別の国では、貧しい人や労働者たちだけに発言権がある。次に、可能なかぎり厳格な法律を作成する。すると、今日我々が経験しているのと同じ恐ろしい混乱、数千年にわたって経験してきたのと同じ恐ろしい混乱を、依然として目にするだろう。ただ、その見かけが少し変わるだけだろう。


  神から離れるなら、我々は自分自身の心の中の不調和や、我々の間の不調和を取り除くことはできない。知性と体が病んでいるので、我々には健全な世界を造り出せる望みはない。内側も外側も曖昧模糊としていて、感情や情熱によって引き裂かれているため、我々は真実な正義の社会を形成することができない。人類の状況について率直に考えるたび、神を求めて、生ける神を求めて渇かざるをえない。この神がおられなければ、何事も解決しないからである。


  神の王国を妨げる最大の障害は我々であり、我々の小賢しい解決策なのである。自己意志により、多くの人々や多くの国々が滅んだ。我々クリスチャンの数々の団体ですら、あまり役に立たなかった。高ぶりがそれらの団体の中にあまりにも入り込んでいたのである。いかなる教理や組織も、クリスチャンであってもなくても、また考えうる他の何ものも、我々をこの混乱から引き上げることはできない。人の努力や人が造り出した理想というこの霧を一掃する域に達しないかぎり、またこの世をはっきりと見ることができるようになって、「イエスなしでは、私たちは無です」と言えるようにならないかぎり、我々は失われているのである（ヨハネ十五・五）。それゆえ、我々は祈らなければならない、「来てください、主イエスよ。あなたが私たちの内で勝利しなければなりません。あなたが私たちの内でも征服者となってくださらなければならないのです」と。


  もし我々の内に突破口が開かれないなら、もし我々がエゴに突き動かされている自分自身の自己に対する勝利を得ないなら、もし神が栄誉をお受けにならないなら――その時は、ああ、なんとひどい暗夜が臨んで我々を覆ってしまうことか！これを思うと身震いする。しかし、この暗夜が臨むことはない。今日、我々はみな戦いに参加するよう召されているからである。だれでも我々に加わることができる。「自分の自己に対して戦え！」――これが実際のところ、イエスが我々に命じておられることである。あなた自身の力や理解力で戦ってはならない。神を信じよ。神に栄光を帰し、大胆に前進せよ。「自分の人生はまだやり直せる」という熱烈なる確信に満たされよ。


  なぜなら、キリストは我々を今のまま進ませたりはされないからである。キリストは神の義をもって、あらゆる不義に抵抗される。キリストはご自身に逆らうあらゆるものに対して戦われる。これはまさに、キリストが決定的戦いで勝利されたからにほかならない。「…神は、私たちを責めて私たちに敵対していた証書を、その規定もろとも廃棄し、これを取り除いて、十字架につけてしまわれました。そして、諸々の支配者たちや権威者たちを武装解除して、さらしものとし、十字架によって彼らに勝ち誇られたのです」（コロサイ二・十四～十五）。罪に対するこの戦いで、悪は対処されて致命傷を受けたが、なおも戦い続けている。それゆえ、福音は我々の生活を快適にしてくれるものであるかのように思い込んで、ある種の霊的平和しか求めないのは愚かなことである。それどころか、イエスはこう言われたのである、「わたしが来たのは地に平和をもたらすためではなく、剣をもたらすためです」（マタイ十・三四）。罪と悪に対するこの戦いが続くかぎり、我々が平和を得るのは、ただ戦いのさなかだけなのである。我々の平和は裕福さではないし、平穏無事であることでもない。我々の隊長である御方の行軍に参加することによって、我々は平和を得るのである。この御方は肉の働きを滅ぼすために、肉体をまとって来られたのである。


  自分自身に対するこの戦いでは、我々のこぶしや知性や理解力は少しも役に立たない。我々には罪を捕らえて追い出すことはできない。我々は助けを求めてイエスに向かわなければならない。なぜなら、イエスが肉体をとって来られたのは、そして今も来てくださるのは、罪を征服するためだからである。今日、もしイエスが我々の肉体をまとっておられなかったなら、私は信仰を捨てるだろう。信仰は全くの幻想にすぎないだろう。もし神が私の内で戦ってくださらないなら、この地に対する神の大義は失われるのである。


  しかし、恵みにより、我々は自分の罪深い性質の数々の法則を打ち破ることができる。「私たちは罪から解放されて神の僕となりました。（中略）私たちは律法から解放されたので、御霊による新しい方法で仕えることができるのです」（ローマ六・二二、七・六）。我々は罪に属している、というのは真実ではない。神が我々を創造された目的は、我々を罪人にするためではない。罪人としての我々は、我々のあるべき姿ではない。罪に満ちた私の状況は、本来の私の状況ではない。神が私の内に住まわれる時だけ、私は真の人になるのである。


  私は自分の罪を恐れる必要があるのか？ない。キリストは罪に勝利しておられるからである。たとえ私がいまだに罪人だったとしても、私は自由である。キリストの勝利が私の側にあり、あなたの側にある。他の何ものも必要ない。見かけを繕う必要はない。我々のだれも今生で決して完全になれなかったとしても、我々はみな変わることができる。なぜなら、我々は新しい天と新しい地に向かう流れの中に立っているからである。今日だけでなく毎日、我々は勝利を自覚しつつ生きる。勝利者キリスト以外の何ものにも権威はないことを、我々は喜びと確信をもって理解する。


  これが意味するのは、我々が罪を征服するなら、神は我々に快適な地上生活を与えてくださる、ということではない。イエスが関心を寄せておられるのは、我々の今の環境を改善して、我々に安楽な生活を送らせることではない。イエスが我々の状況の中に来てくださったのは、そのようなことのためではない。イエスが癒しをもたらされたのは、我々が苦痛から解放されるためではない。これから我々は一体どんな益を受けるのか？否、イエスは別のものを欲しておられるのである。イエスが欲しておられるのは、我々が広く開かれた天を見て、そうして、罪と悪によって損なわれているこの世の霊を征服する勇気を持つことなのである。イエスはこの偉大な勝利、この偉大な結末に我々を導くことを願っておられる。その時、イエスは罪を含む万物の上に主となられるのである。


  イエスはこれをどのように行われるのか？我々の大多数は、自分の人間的な一時的必要のための助けしか欲していないというのに。我々は理解していないのだろうか？イエスが欲しておられるのは、新しい世界と力をもたらすことなのである。この力はすでに働いており、これからも働き続けて、ついには全被造物が解放されるだろう（二コリント一七）。これに向かって我々は邁進しなければならない。イエスが来られた主な目的は、我々の地上の思い煩いや重荷や病のためではないのだから、まるでそうであるかのように、そんなことにかかりっきりになってはならない。そうしているなら、神がキリストにあって与えてくださった、この偉大な新しい現実のビジョンを奪われてしまうだろう。


  多くの人がイエスのもとに駆けつけるのは、人間的必要のためである。救い主との連合こそ必要なものである。しかし、自分の罪のために救い主のもとに駆けつける人は、我々の中に何人くらいいるだろう？とても少ないのである。苦しんでいる時、我々はすぐに助けを求めて駆けつける。しかし、我々の願いを完全にキリストの上に置くことこそ、唯一我々にとって益なのである。我々は必要を覚える時、あらゆる種類の別のものに向かうように見える。あらゆることを試してみて、キリストの御旨に従うのは後回しなのである。我々が自分自身の解決策を使い尽くすとき初めて、救い主こそ我々にとって十分善い御方であることに気づくのである。その後、あるいは、救い主のもとに行くこともあるかもしれない。まるで、ほんの少しでも地上でくつろいでいられるかぎり、今の時代にしがみついていたいかのようである。


  しかし、その結果、何が我々に起きたのかを見よ。我々の頑固な意志のせいで、我々は何世紀にもわたってどれほど苦しまねばならなかったことか。欠乏、死、罪によって、どれほど多くの重荷を負っていることか。恐ろしい悪の下で苦しんでいる時ですら、我々は自分の力をその根幹に注ごうとしない。その代わりに、我々の苦しみのごく上辺だけを取って、神のもとに持って行き、「この状況から救ってください。そうすれば、再び幸いになれます！」と言うのである。まるで、それが助けになるかのように。まるで、それで我々のねじ曲がった性質を変えられるかのように。たとえ神が今日、数十万の人を癒されたとしても、それが何か永続的な変化をもたらすだろうか？五年、十年、二十年、三十年もたてば、すべて忘れられてしまい、元の木阿弥になるだろう。永続的変化が生じるには、もっと深いレベルで何かが起きなければならないのである。


  以上のことから、我々はへりくだらなければならない。なぜなら、最初から神が言動を通して意図してこられたのは、我々に罪を嫌わせることであり、あらゆる間違いや、無力で不敬虔なあらゆるものを嫌悪させることだからである。イエスが我々を自己から解放し、我々の内で罪と悪に勝利する必要がある。ある役人が死病にかかっている息子を癒してくださいとイエスに嘆願した時、これがイエスを動かしたのである（ヨハネ四・四六～五三）。このようにして我々も動かされなければならない。我々は新しい命のこのような力にひどく欠けている。古い命に継ぎ当てをしても、何の役にも立たない――古い命は去らなければならない！我々は信仰によって自分の全生涯を、新しい栄光の世界の基礎を据えるために来られた御方にささげなければならない。


  これは一晩で成ることではない。以前小悪魔がいた所に突然天使が現れる、というようなことではない。外の陽光が雪をゆっくり溶かすように、神の太陽はゆっくり働く。もし雪が急激に溶けたら、洪水になるだろう。同じように、一晩で天使のようになろうとしている人々は、狂信的な愚か者になってしまい、時として自己義認に陥るのである。我々はこう確信することができる。我々は罪深い者であり、束縛された惨めな者かもしれないが、それでもイエスに属しているのである。この現実が我々を助けて前に進ませるのである。神はご自身を我々の内に啓示して、ますます我々を解放してくださる。我々の罪の要塞は陥落するだろう。なぜなら、キリストの勝利と、この世におけるキリストの御業とにより、我々はキリスト以外の何者にも属さないことが示されるからである。


  それゆえ、時として何らかの悪や不幸を忍ばなければならなくても、どうして不平を言う必要があろう？我々の目標はもっと偉大なものであり、人類の解放なのである。神の御旨はこの偉大な贖いであり、何世紀にもわたって我々の上にのしかかってきた罪全体からの偉大な解放なのである。我々の目標は、恥と咎の内に隠されてきたものをすべて滅ぼすことである。これはイエスにある命の到来である。イエスが我々のもとに来てくださったのは、ご自身の兄弟である我々が光の父のみもとに行けるようになるためだったのである。


  それゆえ信じよ！信じている方々よ、自分が真に信じているか熟考せよ！敬虔な方々よ、自分が真に敬虔か熟考せよ！義なる方々よ、自分が真に義か熟考せよ！イエスは今ここで罪を征服しようとしておられる。それゆえ、十字架、誘惑、欠乏を――しかり、死さえも――ためらわずに受け入れられるか熟考せよ。


  



  三．イエスは死の力を滅ぼす


  



  死が事実となるのは、我々が自分の利己的な願望のために生きる時だけである。我々が御霊のために再び生き始めるやいなや、命が勝利する（ローマ八・二）。イエスには、もはや死はない。確かに、我々の肉体は死ぬ。これは動かぬ事実である。しかし、我々が自分自身をキリストの死に明け渡すとき、復活と命が我々の内に啓示される。「死は勝利のうちに飲み尽くされた。ああ、死よ、おまえの勝利はどこにある？ああ、死よ、おまえの刺はどこにある（中略）神に感謝せよ！神は私たちの主イエス・キリストを通して私たちに勝利を与えてくださる」（一コリント十五・五四～五七）からである。救い主は死の力を超越して、新しい言葉を語られる、「あなたたちは生きます！わたしが生きるので、あなたたちも生きます。ああ、わたしにすがるあなたたち、自分自身と自分の罪を神の裁きに渡すあなたたち、神の御霊によって生き、自己満足の道を歩まないことを欲するあなたたちよ、この言葉を聞きなさい、『わたしが生きるので、あなたたちも生きます！』｣と。


  私の原点はメトリンゲンにある。そこに言語を絶する偉大な光が昇ったのであり、その光はまだ沈んでいない。神はそこで真に驚くべきものを与えてくださった。神がなさったことはあまりにも偉大だったため、だれもそれを理解しなかった。そのため、それはすぐに静まってしまった。しかし、神がなさったことは過ぎ去っていない。これが信仰と希望を私が持ち続ける理由である――私だけでなく、他の多くの人々もそうである。我々は高き所からの力を味わった。それゆえ、その力が世の中のすべての苦しむ者たちや悲しむ者たちにも臨むようにと祈る。


  神がこの命の力の周りに人々を集めておられることが、メトリンゲンで明瞭に示された。数千の人々が文字どおり祝福の雨を受けたのである。しかし、これはまた人々を怒らせた。病んでいる人々、苦しんでいる人や足なえが大挙して私の父を訪れて癒しを受けるのに、彼らは耐えられなかったのである。この状況があまりにもひどくなったので、教会の当局者たちは牧師館に入ることを人々に禁じさえした。他の人が助けを求めて牧師館に入らないよう、館の周囲を警備員が取り囲んで立っていた。私の父にできることは、「教会の中に入って、イエスが助けてくださることを信じなさい。そうすれば癒されます」と言うことだけだった。誇張しているわけではないが、私の父に会わずに数百名が癒されたのである。


  あるとき、完全に麻痺してベッドに横たわっている婦人が、主治医と共にやって来た。説教が終わると突然、彼女は立ち上がって歩き回れるようになったのである。天の力がまさにそこにあった。他にもたくさんの目立たないしるしがあった。例えば、人々が十時間や二十時間旅をしても、決して飢えや疲れを感じなかったことである。人々は自分の村を出発し、夜通し馬車を走らせて、時間ぴったりに教会に到着したものだった。その夕方、メトリンゲンを去る時、人々は喜びと力に満ちていた。命がほとばしり出ていたのである。


  確かに、イエスがいったん着手されるとき、特に不幸な人々や貧しい人々のために、この地上で何事かを達成できるのである。我々はこれを当てにできる。イエスは天の門を開くことができる。そして、いったん天の門が決定的に完全に開かれるなら、妨げがすべて取り除かれるなら、神の力が死の力のまっただなかに届くのである。次々に扉が開き、次々に足かせは消えざるをえない。我々は忍耐と信頼をもって待たなければならない。たとえさらに多くの年月がかかったとしても、問題ではない。なぜなら、誰が主か？イエスが主である。イエスを我々の隊長として受け入れるとき、我々は何度も何度も主のもとに行って、こう言うだろう、「ご覧ください、親愛なる救い主よ、死がこの土地を支配しており、あの土地を支配しています。人々はこの土地では束縛されており、あの土地では抑圧されています」。天の門が開かれるだけでなく、地獄の重い扉も破られるだろう。


  悲しむべきことに、キリスト――死そのものを滅ぼす真のキリスト――は我々にとってよそ者になってしまった。人々は言う、「それは言い過ぎです。教会は私たちに生活や死に際して慰めを与えてくれます。それで十分です」と。確かにそうである。しかし、それはみなキリストの勝利の必然的結果ではないだろうか？仏教徒やイスラム教徒も慰めを受けている。イエスは慰め以上のものを我々にもたらそうと欲しておられる――イエスは我々の生活を変えることを欲しておられるのである。イエスと共に新しい別の大気が臨む。もはや死の陰の下にはない大気である。イエスが到来されたのは、このためではなかったか？「彼は私たちの人性にあずかられました。それは、死の力を持つ者――すなわち悪魔――を、ご自身の死によって滅ぼし、死の恐怖のために奴隷となっていた私たちを解放するためです」（ヘブル二・十四～十五）。それなら、どうして慰めしか欲しないのか？イエスが慰めしかもたらされないなら、我々は自分の聖書を捨ててしまった方がよい。なぜなら、預言者たちや使徒たちの間違いは明らかだからである！


  命を与えるキリストの力を、我々は新たに握らなければならない。イエスがナインの町に行かれた時、彼は葬列に出くわされた。イエスの心は、一人息子を失ったやもめの母親に、自然に向かった。そこで、イエスは棺に触れて、「若者よ、あなたに言う、起きよ！」と命じられた。すると、死者は起き上がって話し始めたのである。人々は神をほめたたえて言った、「神が御民を助けるために訪れてくださった」（ルカ七・十一～十七）。今日も、これを我々は期待できる。それなのに、我々は足を引きずって、祝福のうちに死ぬことしか望んでいないとは。使徒たちとなんと対照的なことか。使徒たちは力のかぎりを尽くして、死に対するキリストの勝利というこの目標のために、兵士のように戦ったのである。


  イエスは再び奇跡を行ってくださる、となぜ期待しないのか？なぜ死人がよみがえってはいけないのか？キリストの死に少しでも意義がある以上、死の趣おもむきは変わらなければならない。しかり、死は廃棄されたことを我々は宣言しなければならない。奇跡がたくさん起きるよう祈るべきである、ということではない。今、キリストの力によって注入されることを受け入れよ、さもなければ、神の御業を過去のものとして取り扱え、ということである。なぜなら、キリストが願っておられるのは、我々の間で実際に復活となり、命となることだからである――事実そうなることを願っておられるのであり、たんなる理解や信条の問題ではない。そうでないかぎり、我々は死んだままだろう。


  死とは何やら死んでいるものである、と人々は思っている。しかし、死はバクテリヤのようなものである。生きていて、どこにでも繁殖のための土壌を見いだす。死は体を殺すだけではない。しばしば、そのずっと前に、霊と魂を殺す。それゆえ、我々はさらに強烈な熱で満たされ、自然界のバクテリヤを殺せる以上の炎で燃え上がらなければならない。天に属するものと、この世に属するものとを区別する時、我々はこの熱とこの光を手に入れることができる。イエスの命がこれを可能にする。それ以外の何ものも重要ではない。これは「死せる」人々を世話する問題ではなく、新しい人々にする問題なのである。


  ナインでイエスは介入して、死者をよみがえらされた。それゆえ、死に出くわしても、我々は永遠の悲しみにひたる必要はない。我々は泣くかもしれない。イエスが友であるラザロの死を聞いて泣かれたように。しかし、我々はイエスの勝利をもっぱら思うべきである。この世を去った者が死からよみがえるにせよ、よみがえらないにせよ、イエスは死が最終的に勝利することを許されない。それゆえ、我々は泣くのをやめなければならない。もしあなたがイエスを知らないなら、泣くがいい。しかしイエスがあなたにとって親しい御方なら、信じよ。そして、死から自分を解放せよ。死が何か別の形――別の種類の欠乏や病――で働いているのにあなたが出くわすとき、イエスが願っておられるのは、あなたのすぐそばにいて、あなたが不幸の中でご自身の命に出会うことである。不幸によってイエスから引き離されてはならない。


  あらゆる種類の自然災害も起きる。これは被造物を握っている、ある種の活動的滅びである。我々はどうするべきか？恐れるべきか？否、私は言う、「静まれ！」と。征服者なる御方は、破壊する力が勝利することを許されない。我々は故人の棺にしがみつく必要はない。あなたの心から死を除き去れ。イエスはあなたの心の中に住むことを欲しておられ、我々を悲しみにふけらせはしないのである。イエスは命の種を成長させてくださる。多くの人はこの命の種のそばに死を置いているが、そのような真似をしてその成長を危険にさらさないようにしようではないか。


  それゆえ、私は尋ねる、「どうしてこんなにも嘆き悲しむのか？」と。闇夜のように暗い行列が近づいてくる。しかし、勝利者なる御方はどこにおられるのか？泣く時、我々は泥沼にはまってしまう。イエスが必要としておられる人々は、彼の御許に来て彼に会い、悲しみの中でもこう言える人である、「静まれ！イエスは生きておられます。イエスはこの悲しみを許されません。いかなる病であれ、私たちはそのなすがままではありません。死とその悲惨さが私たちに臨もうとしても、もはや臨めないのです」。なぜなら、死が臨む時でも、光はなおも射し込めるからである。イエスが生きておられる証拠には事欠かないのである。


  てんかん患者、盲人、足なえ、耳の聞こえない人、いわゆる不治の病にかかっている人々の間で、私が経験したのはこれだった。私はいつも彼らに言う、「このような状態でも喜びなさい。あなたのなすべきことは、今、キリストの復活からの何かを、あなたの苦難の中に、不治の病の領域の中にもたらすことなのです」。キリストの命からの何かをもたらしなさい。あなたの状況の中で、忠実な働き人になりなさい。そうするなら、キリストの勝利が拡張され、「盲人は見えるようになり、足なえは歩き、らい病人は清められ、耳の聞こえない人は聞こえるようになっています。死者はよみがえり、貧しい人には福音が宣べ伝えられています」というキリストの御言葉の正しさをあなたは経験するだろう。


  かつて私は一人の仏教徒に出会った。そして、今の世で人が経験する苦悩や苦難について、彼と長々と議論した。悲しいことに、私は彼を説得できなかった。彼は心底諦めきっており、もはや地上に生きていたくないと感じていたのである。彼が求めていたのは、苦難によって諦観に達することだった。命に満ちることよりも、むしろ無我の境地に沈むことを彼は願っていたのである。


  さて、我々クリスチャンの間にも、これと同じ人が何人いるだろう？どれほど多くの人が我々に、「ああ、死んでしまいたい！もう生きる苦しみには耐えられない！」と実際に言ったことだろう？これはイエスとどう関係しているのか？イエスが死んだ群衆の所にやって来られたのは、絶望ではなく命が支配するようになるためだった。まさにこの地上に、死の領域の中でも、生ける一団の存在は可能である。時間の中でも、永遠においても、イエスは我々と共に生きておられる。イエスにとっては、どちらも違いはない。誕生の時、彼と共に命があった。彼のあらゆる行いには命があった。彼が死なれる時、命があった。そして、人生の不幸の中にも、命がある――盲人、耳の聞こえない人、瀕死の人、貧しい人、すべての人、罪人や義人のために、命があるのである。


  我々が仕えているキリストは、今や命の主である（ヨハネ十四・六）。不幸のさなか我々は知る、死を滅ぼす生ける何かが依然として働いていることを。なぜなら、イエスは長子であり、死から生まれた人々、自分の状況を命に転じてもらうために新たに生まれることを願う人々の長子だからである。イエスは死から、死者の間から復活して新しい人となられた。この御方は我々から去らず、我々が今のままでいることを許されない。感覚を超越して、地的存在の思念を超越して、どうにか生きている人もいる。そういう人にはそうさせよ。イエスは違った。イエスは来たるべき世界、超自然的世界、彼岸の世に生まれたのではなく、我々の経験の世界にお生まれになった。そして、イエスは我々の死の状態から復活された。それは、我々もまた、命に満ちた生ける民として、この世に生まれられるようになるためだったのである。


  イエスは我々の世界に生きておられる。この御方を、我々は自分の知性や理解力により、見ることができ、感じることができ、握ることができる。我々の王は現実逃避主義者ではないし、選ばれた少数の人々を救い出して、神なき人類から分離しようとしておられるのでもない。然り、彼は不幸な人類から離れているよりは、むしろ、罪人の中の罪人、遊女や悪人、大食漢の酔っぱらいと呼ばれることを望まれるだろう。「死者の間から最初に生まれた方」という御言葉は、イエスが死者に訴えておられることを意味する。「喜びなさい、あなたたち死せる者よ！イエスはあなたたちの間からお生まれになったのです！」。あなたたち、死せる者よ、イエスはあなたのものである。「自分は無価値な人間で、自分の人生には何の価値もない」と感じている人々よ、あなたたちは今や、「私の人生には何らかの価値があるにちがいありません。死者の中から最初に生まれた方が、私の人生の中に来てくださったからです」と言えるのである。しかり、死者の世界の中から、新しい命がこの地上に生まれたのである。それゆえ、この誕生を、この重大な誕生を喜ぼうではないか。


  しかし、キリストが死に下られたことを知っているにもかかわらず、死の実際の苦痛を忍ぶべき時になると嘆き悲しむ人が我々の中に何人いるだろう？人々は言う、「そのとおりですが、イエスは我々とは全く別の御方だったのです。もちろん、イエスは死から復活されました――彼は義だったからです。しかし、私は何者でしょう？私は惨めで哀れな者なのです」。自分がこんなにもひどい罪人なので、我々は絶望してしまうのである。


  私に言えるのは、「私たちはみな死の道を行かなければならない」ということだけである。それゆえ、死ぬがよい。キリストの死に身を委ねよ。たとえ、あらゆる艱難や不安や欠乏により、あなたの内にある何かが永遠に粉々になってしまったかのように思われる時でも。粉々になるなら、粉々にならせよ。しかし、恐れてはならない。たとえ、霊の中で苦しまなければならず、自分は結局のところそれほど強い人ではなかったことを自覚しなければならなかったとしても。キリストはあなたの弱さを満たすことができる。それゆえ、見かけは健康な体を持っていてもこの世の中に失われている多くの高ぶった人々よりも、あなたは、たとえ日毎に死につつあったとしても、遥かに生き生きとしていられるのである。あなたの肉体の力がどんなに弱まったとしても、あなたは強くあれる。あなたはイエスのように墓から出て来るだろう。


  これは、我々はもはや何の困難にも遭わない、ということではない。キリストが来られたのは、我々の問題をすべて取り除くためではない。キリストはご自身の願うことを行われる。それゆえ、癒しのための何らかの方式を設けて、その方式にしたがってキリストは働いてくださると期待してはならない。真の信仰の人なら、ヨブのように「投獄」されても大丈夫である。神はサタンに死の寸前までヨブを苦しめることを許された。我々もまた、イエスに対する愛のゆえに、これを受け入れる覚悟をするべきではないだろうか？信仰によって艱難を忍べない人はみな、キリストの軍隊の真の戦士ではない。真の戦士とは、イエスから何かを負わされる時でも泣き言を言わない者たちである。


  困難を自分からはねのけようとする者はだれでも、戦いの役に立たない。たとえ地上でひどく苦しい生活を送っており、あらゆる種類の苦しみに遭っていたとしても、その霊は天にある人々が必要なのである。神は我々を苦しめたいわけではない。むしろ、死に対する戦いの中で、我々を戦士として用いることを願っておられるのである。艱難に遭わなければならない時、病にかかる時、目の前で死を凝視しなければならない時、忠実であり続けるなら、我々は征服することができる。


  別のきわめてぶっきらぼうな言い方をすると、もし喜んで病にかかる人がいなければ、どうして我々は病に対して戦えよう？歩けなくなること、目が見えなくなること、耳が聞こえなくなることを恐れて、「ああ、私は歩くこと、見ること、聞くことが好きなのです」と考えてばかりいるなら、自分の健康が望みどおりではないからといってうめいてばかりいるなら、我々は神の役に立たない。もしあなたが病にかかっていて、その病が不治のもののように思われても、堅く立って、熟考し、思い出すがよい。最初であり最後である御方、死んで生き返った御方があなたと共におられることを。喜べ！投獄の「十日間」を活用せよ（黙示録二・十）。そして、イエスに対する信仰によって呼ばわれ。あなたが獄中にある時、イエスはあなたの傍らに立ってくださる。もしそうできれば、あなたは獄中でも、健康に通りを歩いている人々よりも、ずっと幸いだろう。


  悲しいことに、イエスは死に打ち勝つと信じている人はほとんどいない。さらに悲しいことに、敵のために嘆き悲しむ人もほとんどいない。我々はあまりにも自分の痛みに構ってばかりである。しかし、我々には各々、大切にしていない人、ある種の敵意を抱いている人がいる。憎しみの精神が我々の内に隠れている。これを認めようではないか。もしこの隠れた憎しみを心の中から取り除くことに失敗するなら、我々は死によって打ち負かされるだろう。我々が憎しみ、妬み、言い争い、党派心の中にある時、我々は人殺しなのである。こうしたものに打ち勝たないかぎり、我々は死に対するキリストの勝利を知ることはない。


  好きなだけ宗教的になるがよい。神の愛が我々の憎しみを追い払わなければ、我々はキリストの死と復活の成果を経験することはない。また、キリストが我々と共におられなければ、我々は家畜小屋の戸の所にいる雄牛のように、変わることはないし、理解力を持つこともないだろう。それゆえ、死から立ち上がろうではないか――すなわち、憎しみ、妬み、言い争いから立ち上がろうではないか――そうするなら、万人に対する御父の愛をもって、キリストは我々を解放することができる。この愛は被造物に満ちて、真の慰めをもたらすことができる。この愛によって心を満たされていない所には、死と絶望がとどまる。それゆえ、この愛によって完全に心を満たされようではないか。そうするなら、死はもはやなくなるだろう。


  



  四．イエスは地獄を完全に征服する


  



  多くの人が、勃興しつつあるもののゆえに恐れている。地獄が煮えたぎっているように思われる。我々は戦争と流血を恐れている。我々は革命的運動を恐れ、日常生活に必要なもののために心配している。このようなご時世なので、明日何が起きるかわからない。我々の足下がことごとくぐらついている。まるで地獄が解き放たれようとしているかのようである。産業は壊滅しつつあり、多くの人が生計を立てている商業も衰退しつつある。農業は打撃を受け、国々の同盟締結により、すべてが変わりつつある。そのため、我々は「どう生活していけばいいのか？」と思い悩んでいる。


  しかし、何に直面しようと、私は一瞬たりとも恐れない。文明開化の頃から、人間生活はこのように変化に富んだ不確実な状況だったのである。概して、神の王国を求める者にとって、こうした状況には二次的重要性しかない。さらに言おう。我々の世代が滅んだとしても、それが何だというのか？我々は祖先に優る者なのか？これまで多くの世代が過ぎ去ってきたが、それと比べて我々のどこに優れた点があるのか？我々が神の王国を求めて生きる人々でなければ、神は我々からどんな善きものを発達させられるというのか？私は我々自身の世代をあわれんでいるが、それ以上にこれまで過ぎ去った世代をあわれむ。もし我々の世代が目覚めて、神のためにいちずに生きることに失敗するなら、どんな政治家、組織、運動、他の何ものも、我々を滅びから守れないだろう。神の王国が到来する時だけ、我々は安全なのである。


  神の王国は間違いなく必ず到来する。しかし、この王国に向かって前進を開始して、そのための基礎を据える世代は来るのだろうか？我々の世代はそうするのだろうか？なぜなら、我々の現状は神の訪れのために道を備えるものではないからである。我々の救い主はなりたいものに自由になれずにいる。イエスが何者か理解する必要を感じている人はだれもいない。地獄の門はまだ滅びずにいる。


  結局のところ、地獄を征服できる唯一の御方はイエスである。我々はイエスのために場所を設けなければならない。彼の中に我々は生き、存在しなければならない。我々は、悔い改めて自分の意志を砕き、自分の持ち物や存在をすべて犠牲にして、イエスのために立たなければならない。もし我々が自分自身を身も魂もイエスに明け渡して、自分自身からのものがなくなるなら、地上であれ他の場所であれ、たとえ最悪の地獄であったとしても、イエスが勝利されるだろう。イエスは生きておられる。我々はこれを知っている。我々が神の御前でイエスのために自分自身を犠牲にする時、イエスは我々と共に生きてくださることを、我々は知っている。我々はイエスと共にいるので、恐れることはないのである。


  黙示録の六章で、ヨハネはほふられたばかりのような神の小羊と、七つの封印で封印された一冊の書を見た。この書には将来地上に起きることが記されていた――王国が栄光のうちに現される時、諸々の災いが神の勝利に先立たなければならない。誰がこの書を開くのか？救い主をおいてだれもいない。この御方はほふられた小羊のように天に現れた――この御方だけが封印を解くことを許されたのである。人類の歴史にたとえ何が起きたとしても、救い主はやって来られる。彼は白い馬に乗ってやって来られる。彼は英雄であり、征服者である。多くの苦しみが我々を襲うかもしれない。しかし、一つのことは確実である。イエスは主なのである。イエスに逆らうものはみな滅び失せ、彼の勝利によって飲み尽くされなければならない。


  注目すべきことに、ヨハネによると、この世の諸々の災いは勝利――イエスの勝利――と共に始まる。これはあまり驚くべきことではない。なぜなら、イエスが征服しに出て行かれる時、敵の全勢力が彼に抵抗し、こうして暴露されるからである。神の敵は敵意の霊、戦いの霊である。何度も何度も、神の敵はキリストの統治権に抵抗する。そして、そうすることによって、この世の罪をあらわにする。歴史を支配する主がおられず、どこにも助けはなく、諸国民が互いに殺し合う戦争が不可避であるかのように、常に見えるものである。


  キリストの勝利が完全に成就される時、悪の何たるかが明らかになる。それが明らかにされないかぎり、教会はどうして地獄を征服できよう？これは常にそうである。人々が御霊によって動かされる時はいつも、恐るべき時がそれに続くのである。宗教改革はその偉大な例である。その直後に何が起きたか？史上最悪の戦争である三十年戦争である。それにもかかわらず、イエスは忠実であり続ける。銃砲が幅をきかせている戦場ですら、イエスは勝利である。イエスはどの戦場にもいてくださる。また、戦争の後の飢えや病などの諸々の苦しみのただ中にいてくださる。イエスの敵がイエスを攻撃するのは、まさにこのためにほかならない。


  この理由により、世界史はイエスの歴史である。こう言うのは、もっと良い表現がないからである。しかしこれは、イエスは戦争を承認しておられる、ということではない。それどころか、イエスの戦いはこの世の霊に対するものである（エペソ六・十～十八）。イエスの側に最強の武器がある。その武器とは和解の霊である。平和が到来するだろう。平和を我々全員が望んでいる。終末の時代の真のしるしは、救い主が手を差し伸べられない人や国民がどこにもいなくなることである。あらゆる妨げ、心や霊のあらゆる足かせが取り除かれるときはじめて、終末の時代が到来するのである。その時、全地は滅びるだろう。今日、その兆候をすでに見ることができる。


  イエスは常に戦っておられる。第一の封印が解かれた後、イエスはこの地上で戦うために前に進まれた。イエスが抵抗に遭われる時、「イエスは負けてしまう」と思ってはならない。否、我々はますます確信するべきである。どれほど戦いが荒れ狂っても、地獄の勢力がどれほど解き放たれようとも、それはイエスの勝利を現すための機会なのである。流血がどれくらい続くのか、我々にはわからない。数々の恐ろしい出来事が起きたし、さらに多くの出来事が待ち構えている。最後まで、国々の間には間違いなく不和があり続けるだろう。殺人的衝動が生じるだろう。福音はほとんど忘れ去られてしまうだろう。しかし、それにもかかわらず、我々は新しい時代が到来しつつあるのを知っているので、全き確信と完全な喜びを持つことができる。戦争の霊がこの世の上に注ぎ出される時、それは神の霊の傾注に至るものであることを、我々は信じなければならない。イエス・キリストに味方する所ではどこでも、神の霊が傾注されるのである。


  もちろん、征服すべき地獄はまだたくさんある。私自身、そうした地獄をたくさん経験してきたが、それらは終わりを迎えた。十分すぎるほどおびただしい死があるが、それには終わりがある。また、十分すぎるほどおびただしい罪があるが、それにも終わりがある。私は暗闇に耐えることができる。報いと刑罰、恵みと裁きは神の義に属することを、私は知っているからである。善と悪が混同されているかぎり、暗闇は神の裁きの下にとどまり続けるだろう。しかし、最終的に暗闇はなくなるだろう。


  では、地獄の勢力はなぜこんなにも荒れ狂っているのか？なぜ国々はこんなにもいがみあっているのか？なぜ、何事も希望がなく薄暗いのか？実際のところ、それは救い主が近くにおられて、地獄が最後の無益な試みをしているからである。それゆえ、これほど多くの勢力が神に敵対していても、自分自身や他の人々を気の毒に思う必要はない。喜べ。この難局の中に入って耐え忍べ。今、我々はかつてなかったほど、信仰を持ち、自分の頭を上げる必要があるのである。


  たとえ次々に世代が堕落し、次々に社会が崩壊したとしても、堕落するものにはそうさせようではないか。ただイエスにすがりつけ。イエスに勝利がある。我々はイエスと共にこの世を神に立ち返らせるのである。たとえ全世界がイエスを蔑んでいたとしても、もし我々が――たとえ信者の小さな団体にすぎなくても――イエスの力によりこの希望を持ち続けるなら、全地が我々の報償となるだろう。全被造物が万物のかしらであるイエス・キリストの教会の下に来るだろう（エペソ一・二二～二三）。これは間違いないことである。これは神の御言葉なのである。


  



  五．イエスは生きておられ、新しい命をもたらす


  



  はたしてこれから何かが変わるのか、変わることを願っている人は本当にいるのかと、いぶかるのも当然である。人にできることは何でも試みられてきたが、どれもひどく無力に思われる。価値観や道徳を変えようといくら試みても、何の効果もないように思われる。我々の文明や技術をもってしても――私は文明や技術を過小評価しようとは思わないのだが――全体的に言って、人間の性質はますますひねくれて歪んだものになりつつある。


  しかし、我々は人の理想の上に望みを置いたことはない。我々の望みは、神の力によって生きている方が今おられるという事実にある（ヘブル十・十二）。確かに、地上のものは依然としてすべて弱さの中にある。イエスもまた、人間生活のあらゆる制約を受けなければならなかった。しかし、イエスはもはやこうした人間的制約の中に埋もれてはおられない。イエスは健康な完全体としてよみがえり、命に満ち、命を与える力を持っておられる。


  キリストの復活はたんなる過去の出来事ではない。キリストが死んで復活されたように、今日も当時と同じく復活はある。我々が全く別の体制の中に移れば移るほど、我々はますます実際に新しくされるのである。


  多くのクリスチャンはもっぱら来世の生活について心配しているようである。神は永遠に天におられる、という幻想の下に彼らはいる。地球と呼ばれるこの小さな球体の上で暮らしている間、苦難の痛みを耐え忍ぶ定めにある、と彼らは考えている。地上での生活の後、我々は刑罰を受けるか祝福を受けるかのいずれかであり、それは我々の宗教的信仰による、というのである。これは世々の時代にわたってそうであり続ける――そして我々はこれをそのままにしておくことに満足しているのである。


  しかし、これは不信仰にほかならない。もし我々の望んでいることが、来世で自由になるためにこの世から出て行くことだけなら、我々は罪と死に貢ぎ物を送っていることになるのである。もし我々が神の来るべき統治という喜ばしい希望を拒絶するなら、物事を現状のまま放置して、この地上における自分の運命に身を委ねるなら、我々は聖書を大いに見下していることにもなるのである。なぜならそれは、「自分たちの宗教生活が行き詰まっているので、神もまた行き詰まっていて、地上で御旨を行えない」と考えることだからである。


  私に答えてほしい、死んで天に行くことと、将来神がこの地上を統治されること――この二つのうち聖書の中心的メッセージにより近いのはどちらか？聖書はその最初から最後の章に至るまで、この世界への神の到来について述べている。死ぬというこの仕事についてはほとんど述べていない。聖書の一つ一つの御言葉が確証しているのは、私が立っているまさにこの地上における神の御業である。この下界にイエスは現れてくださった。不可視の上なる世界でも、神の御座の周りでもない。この地上でイエスは勝利を勝ち取られたのであり、まさにこの地上に我々はイエスを見いだすことができる。我々はこの地上における自分たちの権利――この地上で罪と死に勝利する権利――を主張するべきである。これは我々の信仰によるものではなく、物事を正してくださる神の御力のおかげである。


  これがキリストの凱旋行進の目的である。ひとたび永遠とこの世界とを隔てる障壁が再び砕かれるなら、欠乏や不幸は最終的に征服されるだろう。突破口は下から上に向かってではなく、上から下に向かって開かれなければならない。今日、諸々の宗教はこの逆を考えている。我々の願いは、この世界から出て行き、鳩のように空に飛び去って救われることである。我々はみな、天に何があるのかちっとも知らないのに、天に行くことを願っている。言い換えると、我々は状況を変えることではなく、それからおさらばすることを欲しているのである。たとえそうだったとしても、「彼岸」に着く時、我々は自分の目を疑うだろう。乱暴に聞こえるかもしれないが、言わなければならない。人々が天や自分たちの救いについておしゃべりばかりしているのに、私は我慢できない。彼らは最も自己中心的な輩である。連中が神のことを思うのは自分のためだけである。これは全く馬鹿げている――最悪の嘘っぱちである。


  哀れなことに、恵みの意味は罪の赦しだけになってしまった。しかし、神の恵みは御力の啓示であり、御業によって現された我々を愛する神の優しさの啓示である。恵みを経験することは、イエスが今も生きておられることを自分自身の生活で見ることである。これにまさる喜びや満足はない。救い主が私やあなたによって、この人やあの人のために何かを行われる時、それは我々が見たり経験したりできる最も素晴らしいことである。人々の魂が生き返って変わるのを我々が経験する時、人々の心が変わる時、それはイエスは生きていて戦いに勝利されたことを意味するのである。


  それゆえ、我々の責務はこの復活の力を示すことである。人には多くの力がある。ここかしこに何か美しいものや、比較的良いものが見つかる。しかしそれらはみな役に立たず、悪を征服する力もない。我々はさらに高い命、この世のものではないさらに強力な力に目を向けなければならない。この力は遥か遠くにあるのではない。なぜなら、キリストは生きておられるからである。キリストは天だけでなく地をも気遣っておられる。さもなければ、我々はキリストの実在を決して知ることができなかっただろう。キリストの復活は過去のものとなり、現実のものではなかっただろう。そして、状況が変わることなど思いもよらなかっただろう。せいぜい、「キリストの復活の命は何か霊的なものであって、人には理解できない」と考えるのが関の山だっただろう。しかし、現実はそうではない。キリストの勝利は我々の手の届く所にあるのである。


  新たな数々の可能性を、我々は理解できるようになる。こうした新たな可能性を自分の体や魂に感じるようになればなるほど、我々はますます多くのことを求められるようになる。この地上でますます高く偉大なことを期待できるようになる。実際のところ、限界はないのである。この理由により、我々はあらゆるものの中に、まさに自分自身の日々の生活の中に、希望をもたらすことができる。神から来る力の準備は整っており、人の状況の中に流れ込んでそれを一変させようと待ち構えているのである。


  それゆえ、この世界の諸々の悪や不完全さに注目してはならない。「この問題やあの問題はどうなるのか？」と解明しようとしてはならない。通常の手段で高い目標を成就しようとしても、たとえ並外れた愛の働きという手段を用いたとしても、我々は神の王国のために何も成就できない。だれかを助けたい時は必ず、キリストを自分の力としなければならない。「人の方法や手段で成し遂げなければならない」と思っている人々は間違っている（二コリント十・三～四）。もしそのような方法で我々の状況に迫ろうとするなら、我々は打ち負かされるだろう。もし神の王国が我々の行いや我々の達成にかかっているなら、神の王国は遥か遠くのままだろう。「神の王国は自分の力にかかっている」と考えるなら、実に、神が我々を通して行われる御業を我々は駄目にしてしまうかもしれない。キリストが勝利者であるからには、我々の幸福は神が御力を行使されることによるのであり、我々が自分の力を行使することにはよらないのである（詩篇九二・四）。


  次に、我々の贖いは、我々には不可能な数々の働きから成っている。それゆえ、これは我々が回心することを願うかどうかの問題ではない。第一の最も重要な問題は、神が我々を寄せ集めてくださることである。我々が息を引き取って神の御前に立つ時、神が我々のためにどれほど多くのことを行ってくださったのか、神が我々を救うためにどれほど御力を行使してくださったのか、しかも我々の意志にもかかわらずそうしてくださったことを知って、我々は驚くだろう。


  だれでも真にキリストにある人は、神の様々な御力を豊かに経験し、神の御力の感覚で満たされるため、神の御力によって生きることが自然なことになる。実に、こうした命の力が我々に臨みうるのである。この力は他の人々の思いもよらないものである。これがキリストと共によみがえって、キリストの勝利によって前進することの意味である。


  



  六．イエスは我々を戦いに召す



  



  我々の全生涯は「キリストは私たちを解放してくださった」という確信に根ざさなければならない。しかし、これを実際に経験している人はあまりにも少ない。今日、「神は御民を解放してくださる」と意識して生きている人はどこにいるのか？人々がわめき嘆いているのは確かだが、この現実の中に生きている人が誰かいるだろうか？


  私が心から言えるのは、私の父はイエスの勝利を意識して生きていた、ということである。しかし、人々がこの「勝利」という言葉を聞いた時――実際のところ、メトリンゲンの気風を決めていたのはこの言葉だった――そして実際に何件も解放が起きて、死からの解放さえも起きた時、凄まじい怒号と反対が生じたのである。「なんと馬鹿げたことか！」と人々は叫んだ。もし中世に生きていたなら、私の父は間違いなく首を刎ねられていただろう。最も敬虔なクリスチャンたちですら父から遠ざかった。そして、父は知恵と忍耐と愛のかぎりを尽くして、声望を取り戻さなければならなかったのである。これはすべて、「私たちの神は解放する神であって、イエスは勝利である！」という父の確信のためだった。


  人々がこれに抵抗するのは、自分自身の力を手放すことを拒んでいるからにほかならない。神が救いの神であるからには、我々は自分で自分を解放することはできないのである。我々は自分の信仰に信頼することもできない。事実、我々の信仰は、たとえどれほど信じていたとしても、重要ではない。ただ神だけが重要なのである。なぜなら、ただ神だけが我々を助け、顧み、イスラエルをエジプトから連れ出されたように我々を束縛の家から連れ出してくださることを示されたからである。我々の存在はこの唯一の神に全く由来しており、この御方に明け渡す人はだれでも、この御方には解放する力があることを発見するのである。


  しかし、誰がこれを信じているのか？医学や何か新しい技術で新たな進歩があると、ほとんどの人は興奮する。しかし、神がなせることに心を向ける人は誰かいるのか？これが現状である。我々がほとんど何も達成できないのはこのためであり、神とその王国のために真に前進できずにいるのもこのためである。


  父がメトリンゲンで戦った霊的戦いを覚えている人なら、キリストの勝利をもたらしたのは単純な信仰だったことを知っているだろう。単純な信仰とは、ある有名人が述べたように、愚直な信仰である（一コリント一・十八～三一）。「状況は後退しつつある」と我々が信じていた時ですら、神はこの信仰を守ってくださった。子供のような信仰が勝利したのであり、今日に至るまで依然として勝利を収めている。自分を欺かないようにしようではないか。我々がキリストの勝利の豊かさを経験しそこなっているのは、神に信頼することを拒んでいるからなのである。我々は「不可能なことは何もない」と信じる子供のようにならなければならない。


  敬虔な生涯、教会通いの生涯を送ってきた人々が、死の床で確信なく動揺する様子に私はこれまで何度も出くわしてきたが、そのたびに私の胸は痛んだ。福音がありきたりの宗教的形式にすぎなくなって、我々の慰めのために用いられるようになる時、悪の勢力は猛り狂い続けるのである。「キリスト教的な見解や実行をなんとなく受け入れるだけで、この堕落した世は消え去り、数々の罪も赦される」とあなたは信じているのか？悪を正門から放り出してみよ――それは裏門から再びすぐに入り込むだろう！


  尊いものがすべて危機に瀕している時代に我々は生きている。我々の「キリスト教」特別集会、宣教活動にもかかわらず、この世の国々や町々は良くなるどころかますます悪くなりつつある。今日、国内外でどれほど多くの宣教活動がなされていることか！これほど遠くまで広範に福音が宣べ伝えられたことはかつてなかったし、これほど成果の上がらないこともかつてなかった。人々が徐々に後退していき、ここかしこで少しずついなくなっていく様を見るのは衝撃的である――その人々はほんの数年前は「まじめな信者」だったにもかかわらず、クリスチャンの因習的儀礼によって疎遠になってしまったのである。このようなことから救いたまえ！もはや何ものも不信仰と呼んではならないとは、なんと空恐ろしいことか！こうしたことの背景にあるのは、他のものへのこだわりにほかならない。実際のところ、キリストとその御旨に対する感覚が欠如しているのである。そしてその結果、我々の「キリスト教」の大部分は空しいおしゃべりにすぎなくなってしまった。しかし、このままではいけない。我々の生活は永遠の命によって統治されなければならないのである。


  我々には是が非でも単純な心が必要である。単純な心こそがこの世にイエスの力を解き放つのである。この世は千もの苦しみの下であえぎうめいているのに、我々は決定的解決策もなくここに立ち尽くしている。戦争になると、戦争に勝利するために、いざこざをやめて、自分の命を危険にさらさなければならない。霊的戦いを戦うのも、これと違いはない。一つの願いを鑑かんがみて、他のものはみな後回しにしなければならない。単純な心でこの地上の地獄の中に降りて行き、敵の領土を占領しなければならない。繰り返し言うが、地獄の底へ降りて行かなければならないのである。そこには永遠の不幸、永遠の欠乏が存在していて、各人の心にまとわりつき、罪を犯させ、堕落させようとしている。ここで我々は戦うことができるのである。


  メトリンゲンで新たな開始がなされた。我々は「イエスは勝利者である！」という叫びと共にこれに加わった。歴史を通して至るところで、いくつもの新しい開始がなされてきた。今日、単純な信仰により――自己愛によってではなく、個人の安寧を求める自己満足の道によってでもなく――我々も死と地獄の勢力に立ち向かって、「イエスは勝利者である！」と叫ぶことができる。しかし、我々には幼子のような心が必要である（マタイ十八・三）。これを分析する必要はない。ただこれだけは確かである。我々の拠り所である土台が脅かされており、我々の世界は我々の自己中心的な欲望につけこむ支配者たちや権力者たちの手中にある。それゆえ、我々は地獄に向かって「イエスは勝利者である！」と叫ばなければならない。なぜなら、地獄の門は教会に勝てないからである。


  もし我々が自分から進んで信仰をもってどん底に下って行くなら、神は我々を守ってくださるだろう。しかし、我々は自分から進んで戦わなければならない。もしそうするなら、たとえ最悪の状況を通ったとしても、キリストが我々を守ってくださるだろう。なぜなら、最悪の出来事の中でキリストの勝利が啓示されるからである。しかし、ここでもまた、我々は幼子のように信じなければならない。仰々しい敬虔さやものものしい霊性によって、何かを成し遂げようとしてはならない。イエスがなさっていることにだけ目を向けよ。明日起きるかもしれない出来事について、考えることすらしてはならない。賢明に振る舞おうとしてはならない。また、あまり分析しすぎてはいけないし、すべてを円滑に進めようとしてもいけない。我々が弱い時だけ、我々は強くしてもらえるのである（二コリント十二・七～十）。


  確かに、たとえ弱くても、我々にはなすべきことがある。神の子供たちは何事かを成し遂げなければならない。山が移るかどうかは、我々によらない。もし何もせず山の前に立っているだけなら、山は移らないだろう。自分の前に障害物が見える時、悪という山の前に立つ時、キリストの従者たる我らは言わなければならない、「この山はどかなければなりません！この山がここにとどまるのを許しません」と。そうするなら、山は移るだろう。それでも、我々は人の力でこの世の悪を取り除こうとしてはならない。我々のなすべきことは、神はご自身の義を妨げるものをすべて取り除かれる、と信じることである。信仰の意味は、この山々に関して何かを行うことだが、その何かとは、神がこの山々を取り除いてくださる、と信頼することなのである。


  信仰は、「自分は救われた」という宗教的感覚に耽ることとはほとんど関係ないし、何かしらの理想的世界観を擁護することとも関係ない。もし関係していたなら、我々はずっと失われたままだっただろう。また、イエスが我々の生活に介入されるのを見ることも決してなかっただろう。イエスは我々の邪悪な心や生半可な信仰、呑気な性格、内側から常に湧き起こる貪欲な欲望から、我々を救ってくださっていなかっただろう。


  確かに、物事が改まるには、時には何年も待たなければならない。我々は誘惑に駆られそうになる。妥協して、「これはどうしようもありません。これが人の性質なのです」と言いそうになったり、自分自身の力で無理強いしそうになる。我々には何も変えられない。イエスだけが我々を救うことができる。イエスは理論上救うだけでなく、実際に、はっきりと、まさに今ここで救うことができる。確かに、我々を妨げる障害すべてに打ち勝つことは我々にはできない。我々の善い意図ですら、これを信仰と誤解する人もいるが、我々の助けにならない。クリスチャンの諸々の所感はさておき、キリストの力を経験しないかぎり、我々は以前同様贖われないままだろう。自分の力ではなくキリストの力が現れるよう、我々は戦うのである。


  これによって我々は謙へりくだらなければならない。しかし、「自分たちに必要なのは、思考方法を変えて、もっとクリスチャンらしい態度を取ることだけです」と考える人もいるだろう。まるで、イエスの「宴会」に加わる以上のことは求められていないかのようである。しかし、そうではない。例えば、ある嘘つきが福音に捕らえられて、光が彼を照らし、何か劇的な変化が生じたとしよう。今、彼の嘘はどうなるのか？信じているからといって、嘘を全く見過ごすのか？否、征服者なる御方は嘘の背後に隠れているもの――その人を縛っている地獄の力――を暴き出して征服されるのである。この力が退けられなければ、それは勝利でも贖いでもないのではないだろうか？


  贖いが我々の生活に浸透しないかぎり、たとえ我々が自分をクリスチャンと称していたとしても、我々は王国に対する妨げなのである。罪の束縛、死の束縛、地獄の束縛は断ち切られなければならない。何か全く新しいことが我々に起きなければならない。何かが本当に神から到来して、我々の生活を新しい方向に転換させなければならない。これが信仰である。要するに、小さな事にせよ大きな事にせよ、我々はイエスと共に戦う者にならなければならないのである。その時、我々は永遠の希望の確かさを知るだろう。


  それゆえ、心配するのではなく、戦わなければならない。たとえ多くのことで苦しみ、耐え忍ばなければならなくても、我々は確信していることができる。なぜなら、死の中にさえ命は到来するからである。助けを求めて叫ぶ者は皆、暗闇の支配から救出されるだろう。我々のなすべきことはただ、自分自身を犠牲にして忠実であり続けることである。自分自身の願望に仕えて安楽な生活を求める代わりに、我々は物質的所有や霊的所有をすべて彼に明け渡して戦わなければならない。イエスが全世界を支配しておられるので、我々はこれを証ししなければならないのである。


  



  七．イエスは万物の主であり救い主である


  



  コロサイ人への手紙でパウロはこう記した。


  
    キリストは見えない神のかたちであって、すべての造られたものに先だって生まれた方です。なぜなら万物は、天にあるものも地にあるものも、見えるものも見えないものも、位も主権も支配も権威も、みな彼によって彼のために造られたからです。彼は万物よりも先にあり、万物は彼にあって成り立っています。そして彼は、そのからだなる教会のかしらです。彼は初めであり、死人の中から最初に生まれた方です。それは、彼がすべてのことにおいて第一の者となるためです。なぜなら神は、御旨によって、彼のうちにすべての豊満を宿らせ、そして、十字架上で流されたその血によって平和をつくり、万物、すなわち天にあるものも地にあるものも、ことごとくご自身と和解させられたからです。（コロサイ一・十五～二〇）

  


  この御言葉からキリストの偉大さが感じられる。キリストは万物よりも先にあり、万物は彼を通して造られた。万物は彼のために創造されたのである。イエス、この主、この人、この神のかたちを通して、神は自ら天と地をご覧になり、ことごとく和解させてくださるのである。


  それゆえ、これがイエスである――天と地の人である！完全なこの人を、そして究極的には完全な人類を、我々は見ることを許されるだろう。どれほど堕落していても、人類には依然として命の火花があり、これを用いて彼はご自身の新創造を光で照らされるのである。そしてパウロが記しているように、神は我々を資格づけて、相続者としてこの光の王国にあずかるようにしてくださった。そして、我々を暗闇の支配から救い出して、愛する御子の王国の中に置いてくださったのである。


  落ち着いて、このイエスは誰なのか、そして彼を通して何が起きるのかを考えるなら、我々は感謝せずにはいられないだろう。すべては神のものであり、すべてイエスのようにならなければならない。イエスは今も昔もおられる。全生活は我々の王の生活のようにならなければならない。


  神の御子の支配を経験する時だけ――「あなたはわたしのものです」という神のささやきを聞く時だけ――人生の諸々の謎が解かれる。これが起きないかぎり、すべては霧の中である。なぜなら、暗闇を構成するのは無知だからである。自分が何者か知らないこと、自分自身や、天と地や、見たり感じたりするすべてのものや、内なる自己が感じるものと折り合いをつける術を知らないことが、暗闇を構成しているのである。


  ゲーテは死の床で「光を！光を！」と叫んだ。彼は夜が迫ってくるのを感じたのである。夜になると、もはや何も見えない。死を前にした人も、まさにこれと同じである。何も見えないのである。幾百万もの人々には天も地も見えていない。動物のように生きていて、人生の真の意義について少しも考えない。人間生活と他の被造物との関係について何の感覚もない。このような問題にただただ当惑するばかりである。膨大な科学知識があっても、人生は謎のままである。人々は嫌になるほど人生問題を研究している。「この世界は何か？命とは一体何か？私たちは何者か？起源は何か？最終的にどうなるのか？」。答えを求めて探求しても無益に思われる。すべては謎に包まれているのである。


  今日、我々は人が達しうる高嶺におそらく達している。また、人々はせわしなくますます多くのものを求めてもがいている。にもかかわらず、我々は人生最高の目標に達せずにいる。仕事のおかげで人々はこの煩わしい人生問題からしばし解放されている。新たな発明のおかげで、人々はある程度幸せを得ている。しかし、我々は認めなければならない。正直な人なら、こうしたものは我々を光に導かなかったし、完成にも至らせなかったことを認めるだろう。今日、我々は様々なものを持っており、行ってもいるが、それが一体何だというのか？今世紀我々が得たものといえば、生活上の実際的な便宜にすぎない。しかし、そうしたものは実際のところ我々に役立ったのか？我々は依然として不平を鳴らしており、依然として満足していないのである。内側では、辛く、空しく感じているのである。たとえありとあらゆる富や快楽を与えられたとしても、我々は重荷を負った惨めな状態にあり、さらにまさったものに憧れを抱いているのである。


  しかしながら、満足がないというこの事実は、ぼんやりとではあるものの、我々がキリストの勝利を何かしら感じていることの確かな徴である。人々はもっと別のものを求めている。それが何かはわからないが、何かが欠けていることを感じている。これは、イエスを創造主として経験する時だけ、平安でいられるからである。自分が実際に神の子供であることを覚える時だけ、平安でいられるのである。なぜなら、キリストは被造物の中心だからである。キリストは生きて動くすべてのものと一つである。「自分は世にあって離ればなれであり、天や地や神の命から切り離されている」と感じているかぎり――このような意識があるかぎり――我々は不幸であり続けるのである。


  なぜ我々はこの世に示すことができないのか。この世はさらに優ったものを大声で求めており、不満足の真の理由と生きる真の目的とを求めている。人々は「もっと金が必要だ」と思っているが、そうではない。また、人々は「自尊心が必要だ」と思っているが、そうでもない。あまりにも多くの人は、環境によって人生を支配されている。だから、永続する幸福を見いだせないのである。人々に欠けているのは神を知る知識である。神は人を運命から解放できる――人生を支配している日々の出来事から解放できるのである。


  しかし、我々の運命は来るべき王であるキリストと共に支配することである。我々がこの地上にいるのは神の御旨のためである。宿命論や禁欲主義は我々を幸せにできない。また、我々は苦しみに遭う時、ある種の超然とした喜びに浸ることもできない。人生の諸々の苦しみに慣れようとしてもできない。我々が造られたのは悲しみのためではなく、喜びのためである。苦しみは必ず終わるからこそ、我々は人生の痛みを乗り越えて立つことができる。キリストが万物を保っておられるので、我々は何でも耐えられる。キリストの勝利が輝き渡っている所では、どんな争いや誘惑にも耐えられるのである。


  良いことであれ悪いことであれ、出来事には必ずキリストの痕跡が含まれている。諦める必要はないし、心配する必要もない。我々は常に「状況は変わる」という希望を持つことができる。たとえ死や地獄をくぐり抜けなければならなくても、そのような状況はやがて変わるのである。なぜなら、人生の目的はキリストだからである。「見よ、万物は変わるであろう。わたしは万物を新しくする！」（黙示録二一・五）。神は天と地を再創造することを約束しておられる――全世界を救い主の光の中に移すことを約束しておられる。これが我々の心の底からの願いである。偉大なことに、キリストはこの宇宙を和解させてくださるのである。キリストは万物の支配者であり、天からのこの光が全宇宙を満たすだろう。


  このように、二つの世界があるわけではない。一つの世界は神の御手の中にあるが、もう一方の世界はそうではない、ということはないのである。また、二種類の人々がいるわけでもない。一方の人々は完全に神の支配下にあるが、他方は全くその外にある、ということではないのである。悪魔といえども自分の欲することを何でも行えるわけではないし、邪悪な力や支配といえども自分自身で行動できるわけではない。悪しき者が暗闇の中にいることすら、神の御旨なのである。暗闇の中で悪しき者は自分自身の生活を送っている。その生活は、そのような生活に惹かれる者たちに伝染して、致命的な影響を及ぼす。しかし、この罪と死の領域はことごとく神の領土であり、神がしっかりと御手に握っておられるのである。我々は証し人として、これを心に留めようではないか。我々はすべての悪鬼に向かって、悪鬼のすべての城塞に向かって、「お前たちは神の下にある。神の許しがなければ、だれも一歩も動けない。我々はみな神の下にある！」と宣言できるのである。


  これを理解しないかぎり、キリストがこの世に来られた理由は決してわからないだろう。たとえだれかに出会って、それが悪魔だったとしても、これをわかっているなら、その人は結局は神の使いなのである。天と地と地の下にあるいかなる勢力や支配者も、神の愛がなければ指一本動かせない。「キリストはすべての支配と権威のかしらです」（コロサイ二・十）。キリストは生けるすべてのものの主である。たとえ不信仰の潮流が突如としてこの世を捕らえ、神に完全に反逆し、その流れがいかに強力でも、それは神の御手の中にある。なぜなら、すでに勝利は勝ち取られているからである。「成就した」。決して悪魔を恐れる必要はない。イエス以外に主はいないからである。たとえどん底の状態でも、ひどく暗い闇夜の中でも、そこから逃れられないことはない。ひとりの主、ひとりの神、ひとりの御父がおられるだけである。御父はすべてのものの父であり、すべてのものの上におられ、すべてのものを貫き、すべてのものの内におられる（エペソ四・六）。自分自身の権利や要求を主張できるものは、他にはいないのである。地獄、死、悪魔は、何も要求できない。万物は神のものである。なぜなら、キリストはすべてであり、すべての内におられるからである（コロサイ三・十一）。


  もしキリストと共に苦しむなら、我々はキリストと共に支配するだろう。キリストにすべての権威が与えられている。今日もキリストは苦しんでおられるが、我々は喜び楽しんでいる。なぜなら、苦しむ救い主に自分の命をささげている我々は、将来支配することになるからである。この世がしているように傲慢や恐怖によって支配するのではなく、イエスが支配しておられるように支配するのである。我々は御父の愛によって支配するだろう。我々は言うだろう、「イエスの御名によって、暗闇よ、お前に言う。お前は滅ぼされなければならない。蛇よ、死の君よ、お前は滅びなければならない。お前は我々にとって無に等しいのだ」と。


  我々はこう期待しながら生きることができる。なぜなら、すべては神の御手の中にあるからである。ここでもまた、二つの王国があるわけではない。暗闇の王国と神の王国があるわけではないのである。ただ一つの主権があるだけであり、それは神の主権である。この王国の中に罪によって縛られている人がいたとしても、それにもかかわらず、それは一つの王国である。ある家には部屋が二つあるかもしれないが、それは一軒の家であって、二軒ではない。万物は神の統御の下にある。そして神の家の中で、我々はたとえ暗闇、罪、死の中にあっても支配できるのである。弱り果てる必要はないし、もうだめだと思う必要もない。我々は常に前進できるのである。


  これをあなたの心にとどめよ。この世の状況について不平を鳴らさないようにせよ。不平を鳴らす者たちは神の勝利のうちに生きていない。不敬虔な者たちや未信者たちを責めることはできない。「人々は不信仰だ」と思うことすらいけない――人々は不信仰なのではなく、苦しめられているのである。人々は自分の目を開けられず、自分の不幸に酔いしれていて、惨めさに満ち、屋根の星が見えないのである。我々の責任は次の真理を証しすることである。すなわち、神は神であって他の何者でもなく、すべての人に希望を与えてくださるのである。


  これは、神は罪や悪魔を裁こうとされないとか、裁けないということではない。裁きは最後の時に決まることであり、神の専権事項である、ということである。神がこの裁きを下されるまで、我々のなすべきことはイエスの御名をすべての人に知らせることである。イエスは真に勝利しておられる以上、我々の責任はあわれみをもって生活することであり、万人を贖いの可能性にもたらすことである。だれがあなたのもとに来たとしても、またあなたがどこにいたとしても、あなたはその人に言わなければならない、「あなたは救われます。あなたはイエスのものだからです。イエスは神の御旨を示しておられます。神の御旨は、一人も滅びることなく、すべての人が悔い改めて生きることなのです」と。


  もちろん、すべての人がこれを理解するわけではないし、理解する必要もない。すべての人がキリスト教に「改宗する」必要があるなどと私は思ってさえいない。幾百万の人々が、いずれ、神の支配に、キリストの主権に完全に移されなければならない。怒号や叫び声を上げてでも、中に入らなければならない。我々も皆、蹴ったり叫んだりしたことがあったのではないか？皆が中に入らなければならない。なぜか？神は我々を御子の王国の中に置いてくださったからである。御子の王国が我々の最終的領地であるからには、我々はイエスのように戦いの中にあるのであり、息を引き取るまで、最後の血の一滴まで戦い続けなければならない。この戦いは新しい天と地の到来のためである。新しい天と地では、地の下の世界ですらキリストの御手の中にもたらされるだろう。


  いかなる人、いかなる国、いかなる世界、いかなる状況であれ、もし我々が希望を捨てるなら、イエスは世界を保っておられる方ではないことになってしまう。依然として、死や苦しみの重荷、暗夜や暗闇という負担が残ることになってしまう。そうなると、イエスは世の光ではないことになり、万物を立ち返らせる宇宙的十字架は彼の分ではないことになる。イエスは勝利ではなくなる。イエスの復活は、彼が保っておられる万物にとって、永遠の希望以外の何を意味しえようか？


  「永遠に失われている幾百万もの人々」という話を私は耳にするが、これがまるで敬虔な会話の真髄であるかのようである。これはなぜか？神に敵対するものはすべてやまなければならず、地獄と死と罪はやまなければならない。また、あらゆる領域は神に属している。もし我々がこれを信じず、神の愛を全地に広めていないなら、イエスは主ではないのである。我々は信仰によって自由に喜ぶことはできないし、信じるよう他の人々を招くこともできない。


  人々を相手にした経験から、私はこれを学んだ。私が人々に告げてやると、人々は解放されたのである。「あなたも私と一緒です。あなたも私も神のものですから」と私が告げると、「いや、そんなことはありません。私はひどい人ですから」と人々は言った。「関係ありませんよ、あなたも私と一緒です」。「でも、私がどんな悪いことをしてきたか、あなたはご存じないですよね」。「たとえそうだとしても、あなたは私と一緒であり、私はあなたと一緒です。私たちは二人とも神のものなのですから」。この真理が人々を変えるのである。人々は交わりによって大きな励ましを受けるので、邪悪さや罪深さについてもはや話さなくなるのである。


  盗み癖のある人がいて、私のもとにきて癒しを受けようとした。その人は長いあいだ盗みを続けてきた人で、私たちが知り合った後も盗みを続けていた。それにもかかわらず、私はその人に言い続けた。「あなたは私と一緒です。あなたは好きなだけ盗みを働いてもかまいません。しかし、私はあなたを手放しません」と。すると見よ、しばらくしてその人は盗みを働くのをやめ、すっかり別人になったのである。どれほど多くの人――高慢で、強欲で、嫉妬深い、喧嘩好きな人々――が変わるための力を与えられたことか。それというのも、彼らが初めて人の真の連帯感を感じたからにほかならない。自分はイエスのものであることを最終的に人々が理解する時、さらに多くのことがどれほど起きることか。ただしこれは真に理解すればの話であって、空しい宗教的な言葉では駄目である。我々は――我々だけでなく万物も――キリストのものであることを真に自覚するようになる時、罪は全く溶け去るだろう。


  それゆえ、宇宙大の思いを持とうではないか。キリストにとって、天も地も大きすぎることはない。我々は自分の鎖を払い落とし、宇宙的イエスを否定する敬虔ぶった憎しみをすべて放棄しなければならない。裁いたり罪に定めたりすることに自分の力を費やす者は、キリストの軍隊に加われない。我々は最後の血の一滴までささげなければならない。それはイエスの勝利がこの世を支配するためである。地獄の福音、サタンの福音、嘘の福音は踏みにじられなければならない。それは、ついにはイエス、生ける御方が全被造物を贖えるようになるためである。「この世の王国は私たちのキリストの王国になります」（黙示録十一・十五）。


  キリストが自由に治めるようになられるまで、我々はさらにどれくらい待たなければならないのか？そしてまた、その時間は神にとってどれくらいなのか？ゼロである。イエスは昨日も今日も同じである。悪はイエスの御名の前に降伏するだろう。死と破壊の勢力は服従し、贖われるだろう。しかり、悪鬼どももまた、たとえそれが何だろうと――欺き、病、死、腐敗、不幸だろうと――虜にされているのである。彼らもまた悲惨さの中にある。それゆえ、キリストの勝利は彼らのためでもあるにちがいない（エペソ四・八）。キリストの贖いによって、暗闇はなくなるだろう。神の栄光の光が被造物を満たすからである――それゆえ、天と地と地の下にあるものはみな、「イエス・キリストは主です」と告白するだろう（ピリピ二・十～十一）。この力は邪悪なものを聖なるものとし、失われたものを贖う力である。この力はついには、人ではないあらゆる勢力、神をあざける霊どもを征服し、まさに地獄の底にまで至るだろう。この勝利は我らのものである。神がすべてのすべてとなられるのである。


  



  後書き


  



  クリストフ・ブルームハルトは今日あまり知られていないが、生前（一八四二～一九一九）、彼の影響を感じていた人は数千人にものぼった。そうではあるが、彼の特徴を――神学的観点、政治的観点、その他の観点から――明らかにするのは容易ではない。ブルームハルトには何の「神学」もなかったが、彼から二つの運動が生じた。ブルームハルトはこの二つの運動に直接関わったことはないが、それでも、この二つの運動はブルームハルトを自分たちの先駆者の一人と見なしている。その二つの運動とは宗教社会主義（スイスとドイツ）と弁証法（「危機」）神学である。彼の思想はレオナルド・ラガツ、カール・バルト、ディートリッヒ・ボンフェッファー、ヤクエス・エルル、ユルゲン・モルトマンらに影響を及ぼした。次に、現代の「カリスマ」運動がある。カリスマ運動では、クリストフ・ブルームハルトとその父ヨハン・ブルームハルトを、今日のしるしと不思議の先駆者としている。最後に、父子ブルームハルトは、イエスの山上の垂訓の教えに基づいた国際的共同体運動であるブルダーホフの信仰と生活に影響を及ぼし続けている。


  ブルームハルトは宗教や教会の問題にあまり注意を払わなかった。信仰は生活上の問題であり、来るべき神の王国を待ち望みつつ生活することだったのである。この王国、地上の不正に対する神の勝利は、彼にとって抽象的なものではなく、生ける現実だった。多くの人々にとって、彼のメッセージはこの世的であって危険なものに聞こえた。不遜にすら聞こえたのである。教会や個人の宗教心に対する彼の批判は人々の神経を逆なでするものだったし、今日も依然としてそうである。


  しかしながら、ブルームハルトの目的は攻撃することではなかった。彼の目的は父親の経験から発したものだったのである。彼の父親は自分の小さな教区にいた苦しみ悩む若い女性の世話をしていたのだが、悪魔憑きに対する二年に及ぶ戦いの末に、ようやく悪霊は出て行ったのだった。これから悔い改めと癒しの運動が起こり、父親の教区に及んだだけでなく、近隣の町や村にも及んだのである。これがクリストフ・ブルームハルトが経験したあらゆることの背景だった。


  クリストフが十歳の時、家族はバド・ボールに引っ越した。そこは大きなビルが立ち並ぶ所で、温泉を中心とした保養地として発展した町だった。その町は静養のための一種のセンターとなり、何千人もの人々がそこで癒しと安息を得た。この町でクリストフは成年時代をすごし、神の導きにしたがって自由に働いた。


  結局のところ、人々が奇跡的癒しにばかり注目するのに嫌気がさして、ブルームハルトは公の説教から身を引くことになった。そのかわりに、神の正義を求める燃えるような願いが彼の内側に湧き起こった。これによって、彼は自分の身の回りのドイツや世界にはびこっている不幸、貧困、不公平を、いっそう深く感じるようになったのである。彼は次第に、新たな抵抗運動や反対運動の中に神の御声を聞くようになりはじめた。社会主義の数々の弱点や欠点にもかかわらず、「キリストはその中にきっと隠れておられるにちがいない」とブルームハルトは信じたのである。


  諸般の事情により、ブルームハルトは社会民主党に加わることを余儀なくされた（彼は一九〇〇年から一九〇六年の間、ビュルテンブルグ議会の代表に選ばれてその役に就いた）。その時、彼は国教会牧師を辞するよう要求され、落後者と目されることになった。しかし、ブルームハルトはこれを自由になるための機会として受け入れた。「国も教会も神の炎のための土地ではない」。この同じ姿勢を取った結果、最終的にブルームハルトは政治からも離れることになった。議会の最初の期間が終わると、彼はバド・ボールに戻ったのだった。


  「預言者たちやイエスが望んでおられたのは新しい世界である」とブルームハルトは信じた。万物に対する神の支配権を彼は信じた。「神は天にしかおられず、福音が適用されるのは内面生活だけである」という思想は災いである、と彼は考えた。ブルームハルトにとって、福音は生活上の革命を要求するものだった。重要なのは神の来るべき支配だった。この現実は人のいかなる進歩哲学やキリスト教を含むいかなる宗教体系とも混同されてはならなかった。


  「神の王国は目に見える形でこの地に訪れる。死んで葬られるまで待つ必要はない。今ここで、イエスが何者か、命を与える霊が何者か、我々は自分の耳で聞き、自分の目で見ることができるのである」。
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